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PRESS RELEASE

宝
物
展

相
国
寺
・
金
閣
・
銀
閣

梅
の
余
薫
／
相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝

︿
右
か
ら
﹀
足
利
義
輝
肖
像　
光
源
院
蔵
／
重
要
文
化
財　
足
利
義
満
像　
飛
鳥
井
雅
縁
賛　
鹿
苑
寺
蔵

徳
川
家
康
像　
加
藤
栄
蔵
信
清
筆　
相
国
寺
蔵
／
足
利
義
政
像　
古
渓
性
琴
賛　
慈
照
寺
蔵



宝
物
展

相
国
寺
・
金
閣
・
銀
閣

梅
の
余
薫
／
相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝

概
要

相
国
寺
は
一
三
九
二
年
に
室
町
幕
府
三
代
将
軍
︑
足
利

義
満
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
す
︒
足
利
家
の

邸
宅
︑
花
の
御
所
の
東
に
隣
接
し
︑
義
満
以
後
︑
十
三
人

の
歴
代
足
利
将
軍
の
位
牌
を
安
置
す
る
塔
頭
が
か
つ
て
は

存
在
し
て
い
ま
し
た
︒
ま
た
︑
足
利
義
満
ゆ
か
り
の
鹿
苑

寺
︵
金
閣
︶
や
足
利
義
政
ゆ
か
り
の
慈
照
寺
︵
銀
閣
︶

な
ど
が
山
外
塔
頭
と
し
て
名
を
連
ね
ま
す
︒

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
で
は
︑
相
国
寺
と
相
国
寺
派

の
塔
頭
の
寺
宝
か
ら
相
国
寺
の
歴
史
と
通
観
す
る
展
示
を

開
催
い
た
し
ま
す
︒
今
回
は
そ
の
第
一
弾
︑
禅
僧
と
梅
の

文
化
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
と
︑
相
国
寺
の
歴
史
を
室

町
か
ら
近
代
ま
で
た
ど
る
企
画
を
あ
わ
せ
て
御
覧
い
た
だ

き
ま
す
︒



様
々
な
梅
に
ま
つ
わ
る
大
陸
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
受
け
入
れ
ら
れ
︑
重
層
的
な
世
界
観
が
広
ま
り
ま
す

[

主
要
展
示
作
品]

梅
鶴
図 

雪
峰
筆　
鹿
苑
寺
蔵

渡
唐
天
神
像　
瑞
渓
周
鳳
賛　
鹿
苑
寺
蔵
︵※
画
像
１
︶

大
陸
の
梅

序　

章

構
成

1

[

主
要
展
示
作
品]

墨
梅
図　
玉
畹
梵
芳
賛　
慈
照
寺
蔵
︵※

画
像
２
︶

梅
図 

一
休
宗
純
画
賛　
相
国
寺
蔵

禅
僧
の
梅

第
一
章

第
一
章

2

禅
の
教
え
と
と
も
に
水
墨
画
も
隆
盛
し
︑
梅
は
独
自
の
画
境
を
築
き
ま
す

禅
宗
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
︑
大
陸
か
ら
日
本
に
伝
来
し
ま
し
た
︒
同
時
に
も
た
ら
さ
れ

た
大
陸
の
文
化
は
︑
禅
の
思
想
や
日
本
の
風
土
と
あ
い
ま
っ
て
多
様
な
芸
術
文
化
を
生
み
出
し
ま
し
た
︒
水
墨

画
︑
茶
道
や
作
庭
な
ど
︑
日
本
文
化
の
核
と
な
る
文
化
が
禅
寺
よ
り
発
信
さ
れ
た
の
で
す
︒

今
回
は
︑
梅
と
禅
文
化
の
か
か
わ
り
を
考
え
ま
す
︒
古
代
﹃
万
葉
集
﹄
で
は
多
く
詠
ま
れ
た
梅
は
︑
平
安

時
代
以
降
︑桜
に
そ
の
座
を
譲
り
ま
す
︒し
か
し
︑禅
僧
が
好
ん
で
描
き
︑漢
詩
に
詠
ん
で
い
た
植
物
は
梅
で
し
た
︒

厳
し
い
寒
さ
の
な
か
で
蕾
を
つ
け
︑
最
初
に
春
を
告
げ
る
梅
に
禅
僧
達
は
様
々
な
思
い
を
託
し
て
き
ま
し
た
︒

相
国
寺
︑
金
閣
寺
︑
銀
閣
寺
に
伝
来
す
る
寺
宝
か
ら
︑
梅
に
か
か
わ
る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒

梅
の
余
薫

Ⅰ



[
主
要
展
示
作
品]

探
梅
騎
驢
図
屏
風　
長
谷
川
等
伯
筆　
相
国
寺
蔵

探
幽
縮
図　
狩
野
探
幽
筆　
相
国
寺
蔵

雲
梅
・
雪
梅
図　
維
明
周
奎
筆　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
3
︶

受
け
継
が
れ
る
精
神

第
一
章

第
二
章

中
世
に
描
か
れ
た
梅
は
︑
近
世
に
も
写
さ
れ
︑
文
化
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
さ
れ
ま
す

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
銅
梅
竹
文
透
釣
燈
籠　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
4
︶

柿
釉
瓢
抜
色
絵
松
竹
梅
茶
碗　
野
々
村
仁
清
作　
鹿
苑
寺
蔵

梅
の
意
匠

第
一
章

第
三
章

松
竹
梅
と
い
っ
た
吉
祥
イ
メ
ー
ジ
が
好
ま
れ
︑
工
芸
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た

3

4



相
国
寺
の
歴
史
を
宝
物
に
よ
っ
て
概
観
し
︑多
種
多
様
な
作
品
を
通
覧
す
る
︑総
合
的
な
展
示
を
行
い
ま
す
︒

相
国
寺
の
創
建
と
足
利
将
軍
︑
そ
し
て
時
代
が
う
つ
ろ
い
織
田
︑
豊
臣
︑
徳
川
と
いっ
た
権
力
者
た
ち
と
相

国
寺
僧
は
ど
の
よ
う
に
相
対
し
︑
近
代
の
廃
仏
毀
釈
の
流
れ
の
中
で
寺
域
を
守
り
続
け
た
の
か
︒
相
国
寺
と
そ

の
塔
頭
︑鹿
苑
寺︵
金
閣
︶や
慈
照
寺︵
銀
閣
︶の
寺
宝
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
の
流
れ
を
た
ど
り
ま
す
︒

相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝

Ⅱ

三
国
伝
来　

達
磨
か
ら
夢
窓
へ

[

主
要
展
示
作
品]

釈
迦
文
殊
普
賢
像　
伝
顔
輝
筆　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
5
︶

禅
の
歴
史
と
相
国
寺

Ⅰ 構
成

5

足
利
義
満
に
よ
る
相
国
寺
の
創
建
︑
東
山
御
物
と
室
町
絵
画
︑
足
利
義
政
と
そ
の
時
代

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
寒
山
行
旅
山
水
図　
絶
海
中
津
賛　
相
国
寺
蔵
︵※
画
像
6
︶

中
世
の
相
国
寺

Ⅱ
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7

8 9

織
豊
政
権
︑
徳
川
政
権
と
相
国
寺　

相
国
寺
再
興
か
ら
日
記
に
み
る
僧
侶
の
日
常
ま
で　

梅
荘
顕
常
と
伊
藤
若
冲

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
異
国
通
船
印
鑑
十
三
通
の
う
ち　
西
笑
承
兌
筆　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
7
︶

近
世
の
相
国
寺

Ⅲ

観
音
懺
法
と
白
衣
観
音

[

主
要
展
示
作
品]

白
衣
観
音
像　
吉
山
明
兆
筆　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
8
︶

年
中
行
事
　

Ⅳ

橋
本
独
山

[

主
要
展
示
作
品]

橋
本
独
山
寄
附
状　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
9
︶

近
代
の
相
国
寺

Ⅵ



戦
国
武
将
の
花
押
が
ず
ら
り
　

み
ど
こ
ろ

今
回
は
︑
第
一
展
示
室
︑
第
二
展
示
室
と

テ
ー
マ
別
に
二
つ
の
企
画
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒

そ
の
中
で
︑
第
二
展
示
室
で
行
う
﹁
相
国
寺

の
歴
史
と
寺
宝
﹂
に
は
︑
時
の
権
力
者
た
ち
と

僧
侶
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
︑
寺
域
を
守

り
続
け
て
き
た
の
か
が
う
か
が
え
る
貴
重
な

文
書
も
展
示
い
た
し
ま
す
︒

そ
の
う
ち
の
一
点
︑﹁
伏
見
大
光
明
寺
勧
進

帳
﹂
は
︑
豊
臣
政
権
と
相
国
寺
僧
の
関
係
を

伝
え
る
資
料
で
す
︒
相
国
寺
中
興
の
祖
︑
西

笑
承
兌
︵
せ
い
し
ょ
う
じ
ょ
う
た
い
︶
の
住
し

て
い
た
伏
見
大
光
明
寺
︵
現
在
大
光
明
寺
は

伏
見
か
ら
相
国
寺
境
内
に
移
転
︶
の
再
建
に

際
し
︑
方
丈
を
豊
臣
秀
吉
が
︑
そ
し
て
全
国

の
武
将
が
庫
裡
な
ど
諸
堂
の
工
費
を
寄
進
し

ま
し
た
︒
そ
の
折
り
の
百
二
十
二
名
の
自
署
の

花
押
が
並
び
ま
す
︒
徳
川
家
康
を
筆
頭
と
し

て
︑
毛
利
輝
元
︑
上
杉
景
勝
︑
豊
臣
秀
保
︑

前
田
利
家
︑
宇
喜
多
秀
家
と
そ
う
そ
う
た
る

メ
ン
バ
ー
が
寺
の
復
興
に
寄
与
し
た
の
で
す
︒
い

か
に
西
笑
承
兌
が
秀
吉
に
厚
遇
さ
れ
て
い
た
か

よ
く
わ
か
り
ま
す
︒

場
所 

講
堂 

開
催
日 

二
〇
二
一
年
二
月
六
日
︵
土
︶︑
三
月
六
日
︵
土
︶︑
四
月
三
日
︵
土
︶

時
間 

十
四
時
開
始 

︵
十
三
時
三
〇
分
開
場
︶　

約
三
〇
分

定
員 

先
着
三
〇
名　

※

当
日
の
拝
観
券
が
必
要
で
す
︒

伏見大光明寺勧進帳　相国寺蔵

関
連
イ
ベ
ン
ト

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
【
講
師
　
当
館
学
芸
員
　
本
多
潤
子
】 



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423　WEB：http://www.shokoku-ji.jp/

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM 〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「相国寺・金閣・銀閣 宝物展　梅の余薫／相国寺の歴史と寺宝」 広報事務局（TMオフィス内）
担当：馬場、松ケ根、西坂　TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440　Email ： houmotsu@tm-office.co.jp

開催情報

アクセス

2021年1月31 日（日）～4月18日（日）
10:00～17:00（入館は16:30まで）
会期中無休
一般800円（65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円） ※一般の方に限り、20名様以上は団体割引で各700円 
相国寺承天閣美術館
一般財団法人 萬年会　鹿苑寺　慈照寺

会期
開催時間
休館日
入館料
主催
協賛

ＪＲ京都駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）烏丸今出川下車　徒歩８分


